
① 排出担当者は、廃液タンクに廃液処理依頼票が貼付されているか確認する。 

② バーコードタグの番号と廃液タンクの側面に貼ってある廃液処理依頼票の 

タンク番号が合致しているか確認する。                      

③ 上記②の結果相違があった場合は、次のとおり連絡してください。 

●連 絡 先： iaso@env.tohoku.ac.jp 

●連絡内容の例： ○月○日回収予定の「00000000」は，廃液処理依頼票のタンク番号は

「11111111」でした。 

上記①～③は前日までに行ってください。 

なお、バーコードタグの番号と廃液処理依頼票のタンク番号に相違があった場合、 

廃液タンクは回収出来なくなってしまいますので、十分にご注意ください。 
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